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「令和元年度神奈川県営水道についての事業所調査」の結果（速報）について 

 

【調査の概要】 

(1) 調査対象・期間等 

   項  目 事業所調査 

調査対象 県営水道給水区域内所在の年間使用水量等が10,000㎥以

上の全事業所（921事業所） 

調査期間 令和元年11月18日～12月２日 

有効回答数 

（有効回答率） 

630 

（68.4％） 

 

(2) 回答者の特徴 

業種                   従事者数 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

I. 水の使用状況等 
 

(1) 水道水等の使用状況及び今後の動向 

 

設問 あなたの事業所では、水道水や水道水以外の水（地下水、再生水等）を使用していますか。 
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水道水 水道水以外 

①3.0%

②21.0%

③18.7%

④28.3%

⑤26.8%

⑥2.2%

①９人以下 ②10～50 人 ③51～100 人

④101～300 人 ⑤301 人以上 ⑥無回答

①27.5%

②2.1%

③6.8%

④1.6%

⑤1.3%⑥7.3%⑦21.4%

⑧5.4%

⑨3.0%

⑩5.4%

⑪13.2% 

⑫5.1% 

①製造業 ②運輸業

③卸売、小売業 ④不動産業、物品賃貸業

⑤飲食業 ⑥宿泊業

⑦医療、福祉 ⑧教育、学習支援業

⑨生活関連サービス業、娯楽業 ⑩その他のサービス業

⑪その他 ⑫無回答
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(2) 水道水以外の使用状況の理由（(1)で「水道水以外を使用している」と回答した者） 

事業所の約４割が「水道料金が高いから」、次に約３割が「水道水のような高い水 

質を要しないから」と回答している。 

また、地下水等の使用割合が高いほど「水道料金が高い」という理由が増える。 

 

設問 この1年間の全使用水量のうち、水道水以外の使用水量は全体の何割くらいですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向（問1-2で「水道料金が高いから」と回答した者） 

事業所のほぼ５割が「わからない」と回答している。 

 

設問 水道料金が下がったら、水道水の使用量を増やしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①30.4%

①17.7%

①30.5%

①47.7%

①37.9%

①31.3%

②35.0%

②53.1%

②37.9%

②22.7%

②10.3%

②31.3%

③13.3%

③13.5%

③11.6%

③11.4%

③17.2%

③12.5%

④18.1%

④12.5%

④17.9%

④15.9%

④32.8%

④6.3%

⑤3.2%

⑤3.1%

⑤2.1%

⑤2.3%

⑤1.7%

⑤18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

水道水以外を９割…

水道水以外を５～８割

水道水以外を２～４割

水道水以外を１割

無回答

①水道水のような高い水質を要しないから

②水道料金が高いから

③危機管理の一環として、水の調達元を複数に分散しているから

④その他（具体的に ）

⑤無回答

①20.4%

①23.5%

①13.9%

①20.0%

①33.3%

①20.0%

②30.6%

②21.6%

②36.1%

②30.0%

②50.0%

②60.0%

③47.2%

③51.0%

③50.0%

③50.0%

③16.7%

③20.0%

④1.9%

④0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

水道水以外を９割以上

水道水以外を５～８割

水道水以外を２～４割

水道水以外を１割

無回答

①使用量を増やす ②使用量を増やさない ③わからない ④無回答
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(4) 水使用で一番考慮すること 

事業所の約５割が「水質の安定性」を最も考慮すると回答している。 

 

設問 水を使用するにあたり、一番考慮することは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 今後の水道水の使用量 

事業所の約８割が「変わらない」と回答している。 

 

設問 今後、水道水の使用量の変化について、どのように見込んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

II. 県営水道の事業について 

(1) 災害対策の進め方についての意識 

事業所の約８割が「今と同じ水準」又は「今を超える水準」で災害対策を進めると回答

している。 

 

設問 今後の災害対策の進め方についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

①5.9% ②48.7% ③19.4% ④22.7%

⑤1.0%

➅2.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% ①導入コスト

②水質の安定性

③水量の安定性（渇水

がない）
④運用コスト

⑤その他

無回答

①7.1% ②79.7%

③6.0%

④0.2%

⑤6.5%

➅0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
①増える見込み

②変わらない

③減る見込み

④その他

⑤わからない

⑥無回答

①43.2% ②35.6% ③10.6%

④0.3%

⑤9.5%

➅0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100% ①災害対策は今と同じ水

準で進める
②災害対策は今を超える

水準で進める
③災害で被害があったと

ころを修復する
④その他

⑤わからない

⑥無回答
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(2) 水道管の更新の取組についての意識 

県営水道の水道管の年間更新率を 1％以上のペースへスピードアップする取り組みを説

明した中、事業所の約８割が、「年間更新率１％以上のペースにスピードアップする」

と回答している。 

 

設問 水道管の更新の取組についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の水道施設の更新及び維持管理についての意識 

事業所の約５割が「今の水道料金の範囲で水道施設の維持管理を行う」と回答している

が、一方で約４割が「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理を行う」と回答して

いる。 

 

設問 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①5.1% ②51.1% ③25.4%

④4.3%
⑤1.3%

➅11.7%

⑦1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする

②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする

③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペースにスピードアップする

④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

①48.9% ②37.3%

③2.9%

④9.7%

⑤1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答
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III. 県営水道の上水道料金について 

(1) 上水道料金について 

事業所の約５割が「適正な料金だと思う」と回答している。 

 

設問 現在お支払いいただいている上水道料金についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 水道料金についての知識（複数回答） 

事業所の約５割以上が６項目すべてについて知っていると回答している。 

 

設問 上水道料金について、あなたが知っていることはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①26.2%

②51.0%

③2.4%

④15.1%

⑤5.4%

①高いと思う

②適正な料金だと思う

③安いと思う

④わからない

⑤無回答

48.7%
56.0%

77.5%
71.6%

56.0%
50.3%
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も
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(3) 基本料金についての意識 

事業所の約７割が「今のままでよい」と回答しており、次に約１割が「下げたほうがよ

い」と回答している。 

 

設問 県営水道では、水道をお使いいただくための必要な費用をまかなうために、使用量に関係

なく基本料金として２か月分で一律1,420円（税抜き）をお支払いただいています。この基本

料金についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 基本水量についての意識 

事業所の約５割が「現状のままでよい」と回答し、その一方で、それぞれ１割を超える

事業所が、「増やした方がよい」「わからない」「基本水量はなくしてもよい」と回答

している。 

 

設問 県営水道では、水道使用量が２か月で 16 ㎥ 以下であれば、水道料金が変わらないという

基本水量についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①51.7% ②12.1% ③5.7% ④12.7%

⑤1.0%

➅15.7% 

➆1.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ のままでよい
②基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方がよい
③基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方がよい
④基本水量はなくしてもよい（定額で使える基本水量をなくす）
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

①67.0%

②4.1%

③11.0%

④6.5%

⑤1.3%

➅9.8% 

⑦0.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①今のままでよい ②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい ④基本料金は必要ない

⑤その他 ⑥わからない

⑦無回答
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(5) 従量料金についての意識 

事業所の約３割ずつがそれぞれ「今の単価でよい」「安くなったほうがよい」「単価は

一律」と回答している。 

 

設問 基本水量の２か月１6㎥ を超えると、１㎥ ごとに料金（従量料金）が加算されます。ま

た、使用する量が多くなるほど１㎥ あたりの単価が高くなります。この従量料金について

どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 用途別料金についての意識 

事業所の約６割が「今のままでよい」と回答している。 

 

設問 県営水道の料金は、一般家庭でお使いいただく「家事用」と企業等でお使いいただく

「業務用」などの用途により区分しています。上の表のとおり、家事用は業務用よりも安

くなっています。用途別料金についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①36.7% ②4.6% ③21.6% ④26.2%

⑤1.1%

➅8.4% 

➆1.4 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①今の単価でよい ②水を使うほど今より単価は高くした方がよい

③使用量が変わっても単価は一律で変わらない方がよい ④水を使うほど今より単価は安くなった方がよい

⑤その他 ⑥わからない

⑦無回答

①59.5% ②8.3% ③8.9% ④11.1%

⑤1.6%

➅8.7% 

➆1.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①今のままでよい

②家事用と業務用の料金の差をもっと大きくした方がよい

③家事用と業務用の料金の差をもっと小さくした方がよい

④「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使いになる水道水の量に応じて設置してある水道管の太さなど

により料金の差を設けた方がよい
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答
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(7) 水道料金加入制度についての認知度 

事業所の約４割が「知っていた」「だいたい知っていた」と回答している。 

 

設問 この「水道利用加入金制度」についてご存知ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IV. 県営水道の広報活動等について 
 

(1) 県営水道について知りたい情報（複数回答） 

事業所の５割以上が災害関連の情報について知りたい情報として回答している。 
 

設問 あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①15.1% ②24.8% ③55.1% ④5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①知っていた ②だいたい知っていた ③知らなかった ④無回答

32.2% 

44.9% 
37.5% 

20.3% 

60.8% 59.7% 
50.5% 

16.2% 

33.3% 36.3% 

11.6% 12.9% 

1.4% 0.2% 
5.4% 

1.4% 
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

水
源
の
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量
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の
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質
情
報

安
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情
報
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水
情
報
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道
管
や
水
道
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場
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配
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池
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）

水
漏
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発
見
方
法
・
水
漏
れ
修

理
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申
込
先

水
道
料
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に
関
す
る
情
報

水
道
事
業
の
経
営
状
況

水
道
に
関
す
る
各
種
手
続
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答
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(2) 県営水道に関する情報を知る手段（複数回答） 

事業所の約６割が情報を知る手段としてホームページと回答し、次に約４割の事業所

が「上下水道料金のお知らせ」から情報を得ている。 
 

設問 あなたは県営水道に関する情報を何によって知りたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 県営水道が行っている事業について（各項目につき単一回答） 

事業所の約７割以上が、「積極的な広報と情報提供」以外の全項目について重要であ

る（「とても重要である」又は「やや重要である」）と回答している。 

特に、「災害に強い水道づくり」「老朽化した水道管の更新」と「安全でおいしい水

づくり」について95％以上の事業所が重要であると回答している。 

 

設問 現在、県営水道が行っている事業等についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①85.6%

①72.9%

①35.6%

①18.6%

①67.9%

①14.3%

①56.3%

②12.9%

②24.0%

②51.0%

②50.5%

②26.2%

②45.6%

②35.6%

③0.3%

③0.8%

③10.3%

③25.9%
③3.2%

③33.2%

③5.1%

④0.5%

④2.5%

④3.5%

④0.8%

⑤1.3%

⑤2.4%

⑤2.7%

⑤2.5%

⑤2.7%

⑤3.5%

⑤2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①災害に強い水道づくり

②老朽化した水道管の更新

③安定的な経営

④ＩＣＴ・ＡＩを活用した効率的な事業運営

⑤安全でおいしい水づくり

⑥積極的な広報と情報提供

⑦水道料金を安い価格で維持

①とても重要である ②やや重要である ③あまり重要でない ④全く重要でない ⑤無回答

20.0% 24.3% 

59.8% 

1.6% 2.1% 

42.7% 

1.7% 3.0% 4.8% 3.3% 
6.2% 6.0% 

1.3% 
8.9% 

1.6% 
0.0
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50.0

60.0

70.0
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庁
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上
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お
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せ｣

水
道
営
業
所
の
窓
口
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広
告

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

駅
や
電
車
で
の
ポ
ス
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

自
治
会
等
の
回
覧

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

-9-


